
 
 

     

 

 

提
出
し
た
「
陳
情
書
」
の
内

容
は
次
の
と
お
り
。 

 

真
摯
な
説
明
会
の
実
現
を 

 

１
，
岩
手
県
は
、
国
や
原
燃
、

青
森
県
に
対
し
て
、
本
格
稼
働

に
よ
る
岩
手
県
民
へ
の
「
環
境

影
響
評
価
」
に
つ
い
て
真
摯
な

説
明
責
任
を
果
た
す
よ
う
申

し
入
れ
る
こ
と 

 

安
全
協
定
に
基
づ
き 

「
ト
リ
チ
ウ
ム
除
去 

装
置
」
を
つ
け
る
こ
と 

 

２
，
岩
手
県
は
、
同
じ
く
三
者

に
対
し
て
「
安
全
協
定
第
五

条
」
に
基
づ
き
「
ト
リ
チ
ウ

ム
・
ク
リ
プ
ト
ン
な
ど
の
除
去

装
置
」
を
つ
け
る
よ
う
働
き
か

け
る
こ
と
。 

 

そ
れ
ま
で
は
本
格
操
業
を

し
な
い
こ
と 

 

３
，
岩
手
県
は
、
日
本
原
燃
に
、

１
．
２
項
を
実
施
す
る
ま
で
は

本
格
操
業
を
し
な
い
よ
う
申

し
入
れ
る
こ
と 

 

放
射
能
海
洋
排
出
規
制
法 

の
制
定
を
国
に
要
望 

４
，
岩
手
県
は
国
に
対
し
て 

ロ
ン
ド
ン
条
約
に
基
づ
き「
放

射
能
海
洋
放
出
規
制
法
（
仮

称
）
」
の
制
定
を
求
め
る
こ
と
。 

 

岩
手
県
環
境
放
射
能
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る 

５
，
岩
手
県
は
、
独
自
で
学
識

経
験
者
や
市
民
に
よ
る
「
環
境

放
射
能
検
討
委
員
会
（
仮
称
）
」

を
創
設
し
、
監
視
体
制
を
強
め

る
こ
と
。 

 

陳
情
の
「
理
由
書
」
で
は 

①
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
で
既
に

か
な
り
の
放
射
能
廃
液
が
放

出
さ
れ
て
い
る
。七
月
八
日
に

は
一
般
原
発
の
ト
リ
チ
ウ
ム

基
準
の
七
七
〇
倍
の
濃
度
の

ト
リ
チ
ウ
ム
が
放
出
さ
れ
、
本

格
操
業
に
な
れ
ば
さ
ら
に
桁

違
い
に
多
く
の
放
射
能
廃
液

が
流
さ
れ
る
。 

 

②
沿
岸
八
市
町
村
議
会
で

は
「
放
射
能
海
洋
放
出
規
制
の

法
律
（
仮
称
）
」
を
制
定
す
る

よ
う
請
願
が
採
択
さ
れ
、国
へ

意
見
書
が
送
付
さ
れ
た
。岩
手

県
と
し
て
も
国
に
働
き
か
け

て
ほ
し
い
。 

③
ト
リ
チ
ウ
ム
や
ク
リ
プ

ト
ン
、
炭
素
１
４
に
つ
い
て
、 

再
処
理
工
程
で
、そ
の
除
去
の

技
術
が
完
成
し
て
い
る
か
、
あ

る
い
は
原
理
的
に
除
去
可
能

と
さ
れ
て
い
る
。住
民
の
被
曝

を
避
け
る
た
め
に
、
最
優
先
で

除
去
装
置
を
付
け
る
こ
と
は
、

「
安
全
協
定
」
に
あ
る
「
放
射

性
物
質
低
減
処
置
」
と
し
て
当

然
の
こ
と
で
あ
る
。 

陳
情
を
受
け
た 

伊
藤
勢

至
議
長
は「
海
を
守
り
た
い
と

い
う
想
い
は
同
じ
で
す
。陳
情

書
は
全
議
員
に
伝
え
ま
す
」
と

答
え
ま
し
た
。 

 

面
談
し
た
永
田
文
夫
さ
ん

は
「
『
環
境
放
射
能
検
討
委
員

会
』
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
は
、

様
々
出
さ
れ
て
い
る
三
陸
海

域
や
海
産
物
の
放
射
能
関
係

デ
ー
タ
を
専
門
的
に
精
査
し
、

県
民
に
正
し
く
報
知
す
る
た

め
の
委
員
会
で
、特
段
お
金
が

か
か
る
こ
と
と
は
思
え
な
い
。

ぜ
ひ
実
現
し
て
ほ
し
い
」と
語

っ
て
い
ま
し
た
。 

 

各
地
で
、
再
処
理
工
場
の 

放
射
能
廃
液
の
危
険
性

学
習
会 

久
慈
で
学
習
会 

 

十
一
月
三
十
日
久
慈
市
の

ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル
で
、
原
水
爆

禁
止
久
慈
地
区
住
民
会
議
の

主
催
で
、
四
十
人
が
出
席
。 

講
師
の
原
水
禁
青
森
の
今
村

修
さ
ん
は「
風
評
だ
け
で
は
な

い
、
本
当
は
怖
い
核
燃
施
設
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。 

宮
古
で
映
画
と
ト
ー
ク 

 

十
一
月
二
十
五
日
岩
教
組

支
部
女
性
部
主
催
の
映
画「
六

ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」鎌
仲

監
督
の
ト
ー
ク
が
約
四
十
人

を
集
め
開
催
さ
れ
、
翌
二
十
六

日
の
上
映
会
に
も
市
民
約
四

十
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

盛
岡
で
映
画
と
ト
ー
ク 

 

十
一
月
二
十
六
日
盛
岡
市 

キ
ャ
ラ
ホ
ー
ル
で
、
映
画
「
六

ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」上
映

会
と
鎌
仲
監
督
の
ト
ー
ク
が

開
催
さ
れ
、
約
百
六
十
人
が
集

会
し
ま
し
た
。 

盛
岡
市
で 

ロ
ン
ド
ン
条
約
学
習
会 

 

十
一
月
二
十
四
日
、
十
五
人

が
集
ま
り
、
美
浜
の
会
代
表
小

山
英
之
氏
を
囲
ん
で
海
洋
へ

の
廃
棄
物
投
棄
を
禁
ず
る
ロ

ン
ド
ン
条
約
に
つ
い
て
な
ど

を
学
習
し
ま
し
た
。 
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「
豊
か
な
三
陸
の
海
を

守
る
会
」
（
田
村
剛
一
会

長
）
と
「
三
陸
の
海
を
放

射
能
か
ら
守
る
岩
手
の

会
」（
永
田
文
夫
世
話
人
）

の
会
員
三
人
が
、
一
二
月

六
日
、
岩
手
県
議
会
伊
藤

勢
至
議
長
に
面
会
し
、

「
放
射
能
か
ら
三
陸
の

海
を
守
る
た
め
の
陳
情

書
」
を
手
渡
し
ま
し
た
。 岩手県議会 



「アクテイブ試験に慎重を期す

ること」などの請願採択した

昨年九月県議会 
（県議会ホームページ放送から） 

  

〔
十
月
議
会
〕 

行
政
と
住
民
が
一
体
と

な
っ
た
監
視
体
制
で
安

心
安
全
を
。 

 
 
 

三
浦
陽
子
議
員 

十
月
十
日
本
会
議
に
お
い

て
一
般
質
問
に
立
っ
た
三
浦

陽
子
議
員（
民
主
・
県
民
会
議
）

は
六
ヶ
所
再
処
理
問
題
に
つ

い
て
、
行
政
と
住
民
が
一
体
と

な
っ
た
監
視
体
制
の
構
築
が

必
要
で
あ
る
と
し
て
、
県
の
施

策
を
質
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て

増
田
寛

也
知
事
は
「
放
射
性
物
質
の

安
全
に
つ
い
て
は
国
が
専
門

的
見
地
か
ら
一
元
的
規
制
管

理
を
行
い
、
さ
ら
に
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
を
通
じ
て
検
証
し

て
い
る
。海
洋
環
境
調
査
を
岩

手
県
沖
ま
で
拡
大
す
る
よ
う

予
算
折
衝
中
で
あ
る
。
」
と
答

え
ま
し
た
。
菊
池
秀
一
環

境
部
長
は
「
日
本
原
燃
は
沿

岸
一
五
市
町
村
に
新
聞
折
り

込
み
広
告
を
約
七
万
枚
配
布

す
る
な
ど
広
報
を
し
て
い

る
。
」
な
ど
と
答
え
ま
し
た
。 

再
処
理
工
場
で
の
ト
ラ

ブ
ル
件
数
は
何
件
か 

 
 
 
 

斎
藤 

信
議
員 

十
月
十
八
日
開
催
さ
れ
た

決
算
特
別
委
員
会
で
斎
藤
信

議
員
（
共
産
）
は
再
処
理
工
場

で
の
ト
ラ
ブ
ル
件
数
を
質
し
、

さ
ら
に
、県
内
で
説
明
会
実
施

を
働
き
か
け
る
べ
き
と
質
問

し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
加
藤
陽
一

環
境
保
全
課
総
括
課
長
は
「
日

本
原
燃
の
七
月
七
日
の
中
間

報
告
で
は
ア
ク
テ
イ
ブ
試
験

に
関
係
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
六

件
発
生
し
て
い
る
。
県
内
の
説

明
会
は
日
本
原
燃
が
難
色
を

示
し
て
い
る
。
当
面
は
、
県
民

へ
の
広
報
を
求
め
て
い
く
」
と

答
え
ま
し
た
。 

 

〔
一
二
月
議
会
〕 

昨
年
の
請
願
採
択
以
来 

何
が
な
さ
れ
た
の
か 

高
橋
比
奈
子
議
員 

 

十
二
月
六
日
、
本
会
議
で 

一
般
質
問
に
立
っ
た
高
橋
比 

奈
子
議
員(

自
民
ク
ラ
ブ
）
は 

昨
年
九
月
の
再
処
理
工
場
に 

つ
い
て
の
請
願
採
択
以
来
の 

岩
手
県
の
施
策
を
質
し
ま
し 

た
。 

質
問 

岩
手
県
と
し
て
関
係 

者
や
市
民
公
募
者
も
交
え
た 

「
会
」
を
設
け
、
情
報
を
公
開 

し
て
行
く
こ
と
を
県
民
は
望 

ん
で
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
方 

法
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。 

増
田
知
事 

再
処
理
工
場
の
安
全
性
に 

つ
い
て
は
日
本
原
燃
と
国
が

説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
の
で
、
県
と
し

て
県
内
で
の
説
明
会
を
開
催

す
る
考
え
は
な
い
。
県
と
し
て

は
国
と
原
燃
が
、県
民
の
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
な
広
報
な

ど
情
報
提
供
を
要
請
し
て
い

る
。
今
後
も
働
き
か
け
て
行
く
。 

質
問 

ト
リ
チ
ウ
ム
の
除
去

装
置
に
つ
い
て
情
報
を
提
供

し
て
も
ら
う
べ
き
で
は
な
い

か
。 

増
田
知
事 

 

安
全
確
保
に
関
し
て
は
国

が
科
学
的
専
門
的
知
見
と
責

任
の
も
と
に
審
査
監
視
、確
認

し
て
い
る
。
県
と
し
て
は
意
見

を
述
べ
る
立
場
に
は
な
い
。
ト

リ
チ
ウ
ム
な
ど
の
除
去
装
置

取
り
付
け
要
望
や
情
報
提
供

に
つ
い
て
も
、
原
燃
と
国
の
責

任
に
お
い
て
議
論
・
検
討
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。 

質
問 

県
民
の
安
全
は
県
が

守
る
こ
と
な
の
で
あ
る
か
ら
、

安
全
だ
と
説
明
さ
れ
て
き
た

数
値
を
、も
う
一
度
す
べ
て
検

証
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

増
田
知
事 

 

放
射
能
の
安
全
数
値
の
検

証
に
つ
い
て
も
、国
と
事
業
者

の
責
任
に
お
い
て
議
論
・
検
討

さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
考
え
る
。

こ
う
し
た
議
論
が
、
県
議
会
の

場
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

国
お
よ
び
事
業
者

に
伝
え
て
参
る
。 

質
問 

海
洋
放
出

に
つ
い
て
、
日
本

原
燃
に
対
し
て
、

事
前
の
公
表
を
要

請
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。 

菊
池
秀
一
環
境
生

活
部
長 

そ
の
よ
う
に
原

燃
に
伝
え
る 

質
問 

ア
ク
テ
イ
ブ
試
験
の

進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か 

菊
池
環
境
生
活
部
長 

第
二
ス
テ
ッ
プ
が
八
月
十

二
日
に
開
始
さ
れ
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
原
燃
は
、
海
へ
の

放
出
は
四
月
以
降
月
単
位
で

公
表
し
て
い
る
が
、
処
理
水
に

つ
い
て
は
十
月
分
か
ら
公
表

を
は
じ
め
そ
の
量
は
、
約
二
九

〇
〇
㌧
と
し
て
い
る
。
今
後
の

放
出
日
時
と
放
出
量
に
つ
い

て
は
事
前
に
は
公
表
さ
れ
ず
、

毎
月
の
放
出
実
績
と
し
て
日

本
原
燃
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
さ
れ
る
。 

質
問 

岩
手
県
沖
海
産
物
の

最
新
の
デ
ー
タ
を
知
り
た
い 

菊
池
生
活
環
境
部
長 

文
部
科
学
省
が
全
国
的
に

行
っ
て
い
る
調
査
デ
ー
タ
の

岩
手
県
分
と
し
て
、
山
田
町
ホ

タ
テ
、
洋
野
町
コ
ン
ブ
が
あ
る
。

自
然
由
来
と
微
量
な
人
工
放

射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
て
い

る
が
全
国
と
同
レ
ベ
ル
値
と

な
っ
て
い
る
。 

 

文
部
科
学
省
の
海
洋
環
境

放
射
能
調
査
が
岩
手
県
沖
合

ま
で
拡
大
さ
れ
た
場
合
、デ
ー

タ
の
収
集
地
点
と
対
象
海
産

物
、
測
定
項
目
が
増
え
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
、

県
民
に
分
か
り
や
す
い
よ
う

な
形
で
、情
報
提
供
し
て
ゆ
く

方
向
で
検
討
し
て
い
る
。 

 

 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
処
分
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
へ
の
姿
勢
は 

 
 
 

伊
沢
昌
弘
議
員 

 
 
 

高
橋
博
之
議
員 

 

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構
が
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
に
係
わ
る
国
内
で
唯
一
の

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
遠
野
市

で
計
画
し
て
い
た
こ
と
が
十

一
月
二
十
九
日
明
ら
か
に
な

り
、
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

伊
沢
昌
弘
議
員
（
政
和
・
社

民
ク
ラ
ブ
）
は
五
日
の
本
会
議

で
質
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て

増
田
寛
也
知
事
は

「
先
人
が
長
い
歴
史
の
中
で

守
り
育
て
た
豊
か
な
自
然
、
良

好
な
環
境
を
将
来
に
引
き
継

ぐ
こ
と
が
私
た
ち
の
大
き
な

責
務
で
あ
り
、
本
県
に
最
終
処

分
場
を
受
け
入
れ
る
考
え
は

な
い
。
今
後
他
の
地
域
に
対
し

て
処
分
施
設
に
係
わ
る
同
様

の
調
査
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、

県
と
し
て
反
対
し
て
行
く
。
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、六
日
に
高
橋
博
之

議
員
（
無
所
属
）
が
質
問
し
ま

し
た
が
、
増
田
知
事
は
「
学

術
的
と
は
い
え
、将
来
の
候
補

地
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と

い
う
不
安
の
あ
る
調
査
は
今

後
、
国
や
機
構
か
ら
働
き
か
け

が
あ
っ
て
も
反
対
し
て
行

く
。
」
と
答
え
ま
し
た
。 


